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第１章 はじめに

1. 本マニュアル

脱炭素社会の実現に向け、海藻などに取り込まれた炭素である“ブルーカーボン”

が世界的に注目されている。我が国では、令和２年にジャパンブルーエコノミー技術

研究組合（JBE）が国土交通大臣の認可のもと発足し、海藻を増やす活動をし、増え

た分の海藻が資金になる Jブルークレジット制度の試行が始まった。今後、この制度

を活用していくことは、藻場の維持・拡大のために必要な活動資金を獲得する新たな

ツールとして期待されている。

J ブルークレジットの申請からクレジット認証、譲渡までの流れは図 1-1 のとおり

で、申請者は、調査、申請書作成・提出、現地検証・申請内容確認までの対応が必要

になる。本マニュアルは、ブルーカーボン量の調査手法についての研究を取りまとめ

たものである。

2. J ブルークレジット認証の考え方

J ブルークレジットは、活動組織が、例えば、海藻を増やすために、母藻投入や種

苗移植、藻食性魚類の駆除活動などをし、プロジェクト実施前のブルーカーボン量（ベ

ースライン）より増加した分のブルーカーボン量が申請の対象となり（図 1-2）、申請

されたブルーカーボン量が審査認証委員会で検証され、Ｊブルークレジットとして認

証される。認証されたＪブルークレジットは、JBE を介し、販売され、複数の企業に

よって購入される。（申請は１年単位で実施できる。）

図 1－1 申請書作成の流れ

（J ブルークレジット○R （試行）認証申請の手引き Ver.2.2.1 より引用）

本マニュアル
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そのため、この制度は、海藻が生えていれば申請できるものではなく、あくまでも、

藻場を増やす活動をし、増えた分の藻場が申請の対象であり、何もせずにある藻場で

は申請できない。

3. ブルーカーボン量の算定方法

申請するにはブルーカーボン量を算定する必要があるが、そのためには、図 1－3

にある藻場等の分布面積の調査と、単位面積当たりの二酸化炭素吸収量である、吸

収係数が必要である。吸収係数は、式１のように文献値を使用するか、あるいは、

式２のように単位面積当たりの海藻の湿重量を調査し、文献値のブルーカーボン残

存率を乗じることで算出される。

申請したブルーカーボン量は、算出根拠となる調査の精度等を審査し決定する確実

性（認証率）で乗じられ、最終的なブルーカーボン認証量が決まる。つまり、ある程

度の調査精度がないと、多量のブルーカーボンを申請しても、多く認証されない。逆

に、調査精度に固執しすぎ、調査費用をかけすぎては本末転倒になってしまう。

図 1－3 ブルーカーボン量算定式及び認証量の決定

・・式２

×藻場等の
分布面積

吸収係数

単位面積当たり
の湿重量

ブル ーカー ボン

残存率×

文献

文献

調査

ブルーカーボン量 ＝

調査

・・・・・・・式１

・・式２

（吸収係数）OR

重要　　調査費用を抑えながら、調査精度を保つこと

申請したブルーカーボン量 確実性（認証率）

調査精度を審査し決定

× ブルーカーボン認証量＝

図 1－2 認証対象となるブルーカーボン

（Jブルークレジット○R （試行）認証申請の手引き Ver.2.2.1 より引用）

藻場が増加
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第２章 ブルーカーボン量算定マニュアル

1. 概要

1－1 調査の目的

ブルーカーボン量を算定するのに必要な藻場等の分布面積及び海藻の単位面積当

たりの湿重量（文献値を用いても良いが、確実性（認証率）を上げるために調査する

ことが望ましい）を水中カメラを用いて簡易かつ低コストに、一定の精度で評価する

ことを目的とする。

1－2 ブルーカーボン量の算定フロー

ブルーカーボン量の算定は、以下のフロー（図 2－1）を踏まえ、調査計画書を作成

した上で実施する。また、前章の図 1－3 の式１のとおり、藻場等の分布面積の調査

は必須であるが、吸収係数は文献値を用いる場合と単位面積当たりの海藻の湿重量を

調査し吸収係数を算出する場合でフローが異なる。

図 2－1 ブルーカーボン量の算定フロー
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2. 調査計画書作成

2－1 調査海域の設定

藻場を増やす活動をした活動範囲を調査海域として設定する。設定海域の緯度経度

情報を予め調べておく。また、対象となる藻場の種類（カジメ、アマモなど）につい

ても見当をつけておく。

2－2 調査時期の設定

J ブルークレジットの制度では、海草・海藻が最も大きくなり分布の広がりや種類

を確認しやすい繁茂期に調査を行うことが望まれている。一般的な藻場の種類ごとの

調査適期は表 2－1 のとおりだが、調査海域によって繁茂期が異なるので、対象藻場

の調査海域での繁茂期を確認し、調査時期を設定する。

2－3 海上作業に際し、留意すべき法令等への措置

海上作業に係る海上保安部への許可申請などの法令に基づく手続きには、許可がお

りるまでに長いものでは １か月以上を要するものもある。そのため、調査時期を考

慮しながら、必要な申請を漏れなく行うこと。

また、坪刈り調査など海藻を刈り取る場合は、海藻の種類によって特別採捕許可が

必要になる場合があるので、静岡県であれば水産資源課に申請を行うこと。

3. 水中カメラを用いた現地調査

3－1 水中カメラ等の準備

船上から海底の海藻の様子がリアルタイムに確認できるモニター付きの水中カメ

ラを推奨するが、海藻が確認できる防水カメラであればモニターがなくても問題はな

い。表 2－2 に水中カメラのイメージ図を示す。ケーブルやロープの長さは調査海域

の水深などを考慮して決める必要がある。

調査地点の緯度経度などの位置情報を記録するため、ハンディ GPS（ETREX 32X

(GARMIN)など）を準備する。

表 2－1 J ブルークレジットの対象となる主な生態系と調査適期

（Jブルークレジット○R （試行）認証申請の手引き Ver.2.2.1 より引用）
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3－2 水中カメラ調査

調査海域において、調査船から水中カメラを垂下し（図 2－2）、モニターがある場

合は、船上で被度（単位面積当たりの範囲にどのくらいの割合を海藻が覆っているか）

を確認し、記録する。モニターがない場合は、カメラで撮影した後、データから被度

を確認する。水中カメラを垂下した調査地点がわかるようにハンディ GPS で位置情報

も記録する。

ハンディGPS

位置情報を記録

被度を記録

水中カメラ

図 2－2 水中カメラ調査の模式図

表 2－2 水中カメラのイメージ図

例１ モニター付き水中カメラ

　　　　（ケーブルによる垂下）

例2 モニター付き水中カメラ

　　　　（ロープをによる垂下）

例3 モニター無し水中カメラ

　　　　（ロープをによる垂下）

水中カメラ

モニター

ケーブル

枠にカメラを固定

モニター無し

枠にカメラを固定

モニター

ロープ

ケーブルに

負荷をかけないため
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4. 藻場分布図の作成及び藻場面積の算出

4－1 現地調査のデータ整理

現地調査から取得した調査地点ごとの位置情報（緯度経度）と被度のデータを整理

する。

4－2 藻場分布図の作成

第４章 フリーソフト（QGIS）解析マニュアルを参考に藻場分布図を作成する。

4－3 藻場面積の算出

第４章 フリーソフト（QGIS）解析マニュアルを参考に藻場面積を算出する。

5. 文献値による吸収係数の算出

単位面積当たりの二酸化炭素吸収量である吸収係数は表 2－3 を用いることができ

るが、確実性（認証率）を上げるためには、文献値を使用する場合でも、地域性や対

象生態系の構成種を考慮することが重要になる（図 2－3）。

そのため、下記の式にある値のうち、含水率、P/B 比、炭素含有率は、各地での調

査・研究文献（第 3 版 磯焼け対策ガイドライン等）の収集等により設定する。その

他の単位面積当たりの湿重量（表 2－4）、残存率①（表 2－5）、残存率②（表 2－6）、

生態系への変換係数（表 2－7）はいずれかの表の値を参考にする。

表 2－4 ブルーカーボン生態系ごとの単位面積あたりの吸収量（日本全国平均）
吸収係数 = 単位面積当たりの湿重量 ×（1- 含水率）× P/B 比 × 炭素含有率

× 44/12 ×（残存率① + 残存率②）× 生態系全体への変換係数

表 2－3 ブルーカーボン生態系ごとの単位面積あたりの吸収量（日本全国平均）

（J ブルークレジット○R （試行）認証申請の手引き Ver2.2.1 より引用）

（J ブルークレジット○R （試行）認証申請の手引き Ver.2.2.1 より引用）

図 2－3 吸収係数の区分と確からしさ
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※1 被度階級は 0（被度 0%)、1（5%未満）、2（5～25%）、3（25～50%）、4（50～75%）、5（75～100%）

（J ブルークレジット○R （試行）認証申請の手引き Ver2.2.1 より引用）

表 2－4 被度階級と湿重量の関係

表 2－5 調査・研究による残存率①

（J ブルークレジット○R （試行）認証申請の手引き Ver2.2.1 より引用）

表 2－6 調査・研究による残存率②

（J ブルークレジット○R （試行）認証申請の手引き Ver2.2.1 より引用）
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6. 調査による単位面積当たりの湿重量の算出

6－1 坪刈り調査及び湿重量の測定

対象海藻の単位面積当たりの湿重量を算出するため、潜水作業により、１m2 の方形

枠を設置し、被度を観測した後、方形枠内の海藻を刈り取る（図 2－4）。被度と単位

面積当たりの湿重量の相関がわかるように、坪刈り作業は複数の地点で行い、また、

様々な被度で行うことが望ましい。刈り取った海藻は湿重量を測定するまで、乾燥に

注意すること。より高い確実性（認証率）を求めるのであれば、湿重量を測定した後、

刈りとった海藻を乾燥させ、乾燥重量の測定を行い、湿重量と乾燥重量の関係から含

水率を求める。

6－2 湿重量算出式の作成

毎年申請するにあたり、潜水作業による坪刈り調査を行うことは、労力と費用の面

から困難である。そこで、6－1 で得られた被度と単位面積当たりの湿重量のデータ

を基に相関関係を確認し、湿重量算出式を作成する（図 2－5）。これにより、次年度

以降は、3－2 の水中カメラ調査の被度のデータから単位面積当たりの湿重量を求め

ることができる。

任意の１㎡内

観測項目

・被度

坪刈り調査 湿重量測定

図 2－4 坪刈り調査及び湿重量の測定

表 2－7 調査・研究による生態系全体への変換係数

（J ブルークレジット○R （試行）認証申請の手引き Ver2.2.1 より引用）
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7. 吸収係数の算出及び文献値との比較

7－1 吸収係数の算出

坪刈り調査から実測した単位面積当たりの湿重量を 5 にある吸収係数を求める式

に入れ、算出する。

7－2 文献値との比較

文献値を用いて算出した時の吸収係数と実測値から算出した吸収係数を比較する。

実測値を用いた方が確実性（認証率）が高いとされているが、実際調査をしてみた結

果、文献値に比べ、吸収係数がとても低くなる場合がある。その場合は、確実性を乗

じても文献値の方が認証される吸収係数が高くなることもある。これまでの Jブルー

クレジットの確実性の評価を見ていると、あくまでも参考に過ぎないが、文献値で

70%、実測値で 90％ほどの評価となっている。参考までに、吸収係数にこれらの確実

性を乗じて、比較してみることをおすすめする。

8. ブルーカーボン量の算出

図 1－3 の式に基づき、4－3 で求められた藻場等の分布面積と 5 または 7－1 で算

出した吸収係数を乗じて、ブルーカーボン量を算出する。

図 2－5 湿重量算出式イメージ
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第３章 参考事例

1. 調査計画

榛南海域のカジメ藻場をモデルケースにブルーカーボン量の算定を行った。調査海

域は図 3－1 にあるエリア A（9 ha）及び B（10.5 ha）とし、調査時期は当海域でカ

ジメの繁茂期とされている６～７月に実施した。

また、この調査にあたっては、所管の海上保安部へ調査内容等について協議を行う

とともに、カジメの採捕に係る特別採捕許可申請を静岡県水産資源課へ提出した。

2. 藻場等の分布面積の調査

2－1 水中カメラを用いた現地調査

船上から図 3－2 のような水中カメラを垂下し、位置情報をハンディ GPS で記録し

た後、モニターで被度（単位面積当たりの範囲にどのくらいの割合を海藻が覆ってい

るか）を調査した。

水中カメラはモニター付きで 10 万円ほどで、安価に購入できるものを使用した。

水中カメラは流れなどの影響を抑え、沈みやすくするため、写真のような重りをつけ

た鉢植え置きに固定し、ケーブルへの負担を少なくするため、ケーブルにロープを這

わせるような形に加工した。

エリアA 緯度 経度
a 34.69874115 138.21747382 
b 34.69874115 138.22074840 
c 34.69603663 138.22074840 
d 34.69603663 138.21747382 

エリアB 緯度 経度
a 34.68963974 138.21891176 
b 34.69224266 138.21979908 
c 34.69049486 138.21523473 
d 34.69309780 138.21612194 

エリア A
a

d c

d

c
b

a

エリア B

b

図 3－1 調査海域

水中カメラ

被度を測定

モニター

図 3－2 水中カメラ調査の風景
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エリア A で 26 地点、エリア B で 33 地点の調査を行った（図 3－3）。

予め決めた範囲でなるべく均等間隔になるようにランダムに船を停めてもらい調

査した。そうすることで、１時間で行える調査点が増え、１時間で 30 地点近くを調

査できた。潜水作業だと１時間で調査できて４地点ほどなので、それと比較すると、

非常に効率的な調査が行えた。

2－2 藻場分布図の作成及び藻場面積の算出

水中カメラ調査によって得られた位置情報（緯度経度）と被度のデータを基に、第

４章 フリーソフト（QGIS）解析マニュアルに沿って、藻場分布図及び藻場面積を算

出した（図 3－4）。

図 3－3 調査地点

エリアＡ

4.9 ha

(被度 54%)

エリアＢ

3.4 ha

(被度 32%)

図 3－4 水中カメラ調査によって得られた藻場の分布図と面積
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参考① マルチビーム音響測深機を用いた藻場調査との比較

この調査と同時期に同エリアで調査会社と連携し、専門的な技術と機器が必要で

あるが、正確な藻場等の分布（面積）データを取得できるマルチビーム音響測深機

を用いた調査を行った（図 3－5、3－6）。その結果を基準値として、水中カメラ調

査によって得られた藻場面積を比較したところ、誤差は５％以下とわずかで、水中

カメラ調査でも一定の精度が担保されることがわかった。

図 3－5 マルチビーム調査の風景

エリアＡ

エリアＢ

図 3－6 マルチビーム調査によって得られた藻場の分布図と面積

エリアＢ

エリアＡ（航行不可部分を除く）

4.5 ha

(被度 52%)

3.3 ha

(被度 31%)
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3. 吸収係数の算出

まず、単位面積当たりの湿重量を調査するため、任意の１㎡、40地点について、被

度を測定した後、カジメの刈り取りを行った。刈り取ったカジメは、水技研に持ち帰

り、計 436 個体の湿重量を測定した（図 3－7）。

その結果、被度と単位面積当たりの湿重量に正の相関があることが確認できた（図

3－8）。そのため、次年度以降は刈り取ることなく、先ほど示した水中カメラ調査の

被度から単位面積当たりの湿重量を算出できるようになった。

次に実測した単位面積当たりの湿重量を使って、吸収係数を 5 にある式を使って、

算出した。

吸収係数 = 単位面積当たりの湿重量(t/ha)×（1-含水率）× P/B 比 × 炭素含有率

× 44/12 ×（残存率① + 残存率②）× 生態系全体への変換係数

= 71.3 ×（1-0.832）× 1.0 × 0.3 × 44/12 ×(0.0472＋0.0528)× 1.5

= 0.0713 × 0.168 × 1.0 × 0.3 × 44/12 × 0.1 × 1.5

= 1.97＜4.2

図 3－8 坪刈り調査による被度と単位面積当たりの湿重量の関係式
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y = 0.0713x

R2 = 0.7248

被度と単位面積当たりの湿重量に正の相関

観測項目

・被度

20％

80％ 100％

40％

潜水作業 任意の１㎡内 （計 40 地点） 刈り取ったカジメ 計 436 本のカジメの

湿重量測定

図 3－7 坪刈り調査及び湿重量の測定
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その結果、表 2－3 の文献値のアラメ場の吸収係数 4.2 に比べて、極めて低い値に

なった。そのため、当該海域のカジメについては、実測により高くなるであろう確実

性を考慮しても、文献値を用いた方が認証されるブルーカーボン量は多くなることが

想定された。

4. ブルーカーボン量の算定

藻場の分布面積は図 3－4 にあるとおり、エリア A で 4.9 ha、エリア B で 3.4 ha で

あり、認証されるブルーカーボン量を多くするため、文献値の吸収係数 4.2 を用いて

計算すると、ブルーカーボン量はエリア A で 20.6 t-CO2/年、エリア B で 14.3 t-CO2/

年と算定された。
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第４章 フリーソフト（QGIS）解析マニュアル

1. QGIS の起動から白地図の表示

①QGIS を起動する。

②新規プロジェクトをダブルクリックし開く。

③メニューツールバーの「ビュー」⇒「パネル」⇒「ブラウザ」にチェックを入れる。

ダブルクリック

チェックを入れる
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④ブラウザ画面の「XYZ Tiles」⇒「OpenStreetMap」をダブルクリックする。

ダブルクリック

白地図が表示される
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2. 位置情報の取得

2－1 GPS ファイルの場合

①メニューツールバーの「レイヤ」⇒「データソースマネージャ」をクリックする。

②「GPS」を選択し、右上「…」をクリックする。

クリック

クリック



- 18 -

③GPS ファイルを選択し、「開く」をクリックする。

④ウェイポイントにチェックを入れ、「追加」をクリックする。

⑤追加した後は、「閉じる」をクリックし、データソースマネージャー画面を閉じる。

クリック

クリック
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⑥地図に GPS ポイントが表示されていることを確認する。

パネルのブラウザ画面を閉じると、レイヤ画面が表示される。

（レイヤ画面が表示されない場合は、⑦へ）

クリック

レイヤ追加完了
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⑦メニューツールバーの「ビュー」⇒「パネル」⇒「レイヤ」にチェックを入れる。

2－2 CSV ファイルの場合

①メニューツールバーの「レイヤ」⇒「レイヤを追加」⇒「CSV テキストレイヤを追

加」をクリックする。

チェックを入れる
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②右上「…」をクリックする。

③CSV ファイルを選択し、「開く」をクリックする。

クリック

クリック
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④破棄するヘッダ行数を下記のサンプルデータを確認して指定する。

（サンプルデータの１行目に緯度経度の数値がくるようにする。）

⑤下記のサンプルデータを参照し、X 属性には経度が表記されている列を、Y 属性に

は緯度が表記されている列を選択する。ジオメトリの CRS は使用している CRS を選

択する。全ての選択が完了したら、「追加」をクリックする。

クリック
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⑥「閉じる」をクリックし、データソースマネージャ｜CSV テキスト画面を閉じる。

⑦地図に GPS ポイントが表示されていることを確認する。

レイヤ画面でもレイヤが追加されたことを確認する。

（レイヤ画面が表示されない場合は、2－1 ⑦を参照）

クリック

レイヤ追加完了
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3. 調査範囲の作図

①メニューツールバーの「レイヤ」⇒「レイヤを作成」⇒「新規シェープファイルレ

イヤ」をクリックする。

②ファイル名を「（例）調査範囲」と入力し、ジオメトリ型は「ポリゴン」を選択し、

「OK」をクリックする。

クリック

クリック
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③レイヤ画面の「（例）調査範囲」を選択し、「編集モード切り替え」ボタンをクリッ

クする。

④「ポリゴン地物を追加」ボタンをクリックする。

クリック

クリック
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⑤地図上で調査範囲のポリゴンを描く。各頂点を左クリックで決定し、作図が完了し

たら、右クリックする。右クリックすると、「（例）調査範囲」‐地物属性 画面が

出るので、id を数値で入力し、「OK」をクリックする。

⑥「頂点ツール」ボタンをクリックする。

クリック

クリック
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⑦カーソルを頂点を編集する図形の中に持っていき、右クリックする。

⑧頂点エディタ画面に各頂点の緯度経度情報が表示される。決まった緯度経度情報に

より調査範囲を指定する場合は、修正するセルをダブルクリックして、決まった緯

度経度を入力する。入力後、頂点エディタ画面を閉じる。

修正するセルをダブルクリックし

て、決まった緯度経度を入力する。

右クリック
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⑨レイヤ画面の「（例）調査範囲」を選択し、「レイヤのスタイルパネル」ボタンをク

リックする。

⑩調査範囲のポリゴンの色の透明度を下げることで、ポリゴン内の GPS ポイントのマ

ーカーが見えるようにする。透明度を選択した上で、「適用」をクリックし、レイ

ヤスタイル画面を閉じる。

クリック

クリック
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⑪「レイヤ編集内容を保存」ボタンをクリックする。

クリック
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4. ボロノイ多角形による分割及び藻場分布図の作成

4－1 ボロノイ多角形による分割

①メニューツールバーの「ベクタ」⇒「ジオメトリツール」⇒「ボロノイ多角形」を

クリックする。

②入力レイヤとして地図上に落とし込んだ GPS ポイントのレイヤを選択し、「実行」

をクリックし、ボロノイ多角形画面を閉じる。

クリック

クリック
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③レイヤ画面の「ボロノイ多角形」を選択し、「レイヤのスタイルパネル」ボタンを

クリックする。

④ボロノイ多角形の色の透明度を下げることで、GPS ポイントのマーカーが見えるよ

うにする。透明度を選択した上で、「適用」をクリックし、レイヤスタイル画面を

閉じる。

クリック

クリック



- 32 -

4－2 藻場分布図の作成

①メニューツールバーの「レイヤ」⇒「レイヤを作成」⇒「新規シェープファイルレ

イヤ」をクリックする。

②ファイル名を「（例）藻場分布図」と入力し、ジオメトリ型は「ポリゴン」を選択

し、「OK」をクリックする。

クリック

クリック
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③レイヤ画面の地図上に落とし込んだ GPS ポイントのレイヤを選択し、右クリック、

「属性テーブルを開く」をクリックする。

④属性テーブルが表示される。

クリック
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⑤レイヤ画面の「（例）藻場分布図」を選択し、「編集モード切り替え」ボタンをクリ

ックする。調査範囲のポリゴンの色同様に「レイヤのスタイルパネル」ボタンから

透明度を下げた方が作業はしやすくなる。

⑥「ポリゴン地物を追加」ボタンをクリックする。

クリック

クリック



- 35 -

⑦属性テーブルの左にある番号をクリックすると、該当する地図上の地点マーカーの

色が変わる。そのため、属性テーブルを確認しながら、上から順番にこれからの作

業を行っていく。

⑧地図上でボロノイ多角形による分割に基づいて、各地点ごとのポリゴンを作図する。

各頂点を左クリックで決定し、作図が完了したら、右クリックする。右クリックす

ると、「（例）藻場分布図」‐地物属性 画面が出るので、idを数値で入力し、「OK」

をクリックする。

※調査範囲が、ボロノイ多角形の分割より大きい場合は、

ボロノイ多角形の線を調査範囲まで延長する。

属性テーブルの番号に id を

合わせた方がわかりやすい

クリック
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⑨頂点の位置を微調整する場合は、「頂点ツール」ボタンをクリックする。

⑩移動する頂点をクリックし選択し、適当な位置に移動できたらもう一回クリックす

る。

⑪属性テーブルの番号順に上述の⑧⑨⑩の作業を繰り返し行い、各地点ごとのポリゴ

ンを作図する。

クリック
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⑫各地点ごとのポリゴンを作図が完了したら、「レイヤ編集内容を保存」ボタンをク

リックする。

⑬レイヤ画面の各地点ごとのポリゴンを作成したレイヤ「（例）藻場分布図」を選択

し、右クリック、「属性テーブルを開く」をクリックする。

クリック

クリック
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⑭「フィールド計算機」ボタンをクリックする。

⑮出力する属性（フィールド）の名前に「被度」と入力する。中央のリストの「フィ

ールドと値」を開き、「NULL」をダブルクリックし、式を挿入する。その後、「OK」

をクリックする。

クリック

クリック

ダブルクリックで

表示される
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⑯被度のフィールドが表示されるので、ポイントごとの被度を入力する。

⑰被度の入力が完了したら、「編集内容を保存」ボタンをクリックし、属性テーブル

を閉じる。

被度を入力する

クリック
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⑱レイヤ画面の各地点ごとのポリゴンを作成したレイヤ「（例）藻場分布図」を選択

し、「レイヤのスタイルパネル」ボタンをクリックする。

⑲ドロップダウンをクリックし、リストから「カテゴリー値による定義」を選択する。

クリック

クリック
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⑳値（Value)のドロップダウンをクリックし、「被度」を選択する。

㉑「＋（追加）」ボタンを 11 回クリックする。

（被度 11パターン（0~100％）のカテゴリで分類するため。）

クリック

クリック
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㉒値（Value）の列に上から 0、10、20、30、40、50、60、70、80、90、100 と入力す

る。

㉓カラーランプのドロップダウンをクリックし、「Greens」を選択する。

クリック
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㉔被度に応じた藻場分布図が作成できたが、各ポリゴンの枠線は必要ないので、削除

する。各カテゴリのシンボルの列の「□」をダブルクリックする。

㉕「シンプル塗りつぶし」をクリックし、下記にあるストロークスタイルのドロップ

ダウンをクリックし、「ペンなし」を選択する。㉔㉕の作業を 11カテゴリで行い、

完了したら、「適用」をクリックし、レイヤスタイル画面を閉じる。

ダブルクリック

クリック

戻るボタン
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㉖下図のような藻場分布図が作成される。
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5. 藻場面積の算出

①レイヤ画面の各地点ごとのポリゴンを作成したレイヤ「（例）藻場分布図」を選択

し、右クリック、「属性テーブルを開く」をクリックする。

②「フィールド計算機」ボタンをクリックする。

クリック

クリック
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③出力する属性（フィールド）の名前に「面積」と入力する。中央のリストの「ジオ

メトリ」を開き、「＄area」をダブルクリックし、式を挿入する。その後、「OK」を

クリックする。

④面積が表示されたことを確認したら、「編集内容を保存」ボタンをクリックし、属

性テーブルを閉じる。

クリック

ダブルクリックで

表示される

クリック
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⑤「すべて選択」ボタンをクリックし、「CTRL + C」を押し、コピーする。

⑥Excel を起動し、形式なし貼り付けを行う。一番左の１列は削除する。

クリック
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⑦藻場面積は、各ポリゴンの面積×被度で求められる。

⑧各ポリゴン内の藻場面積を合計することで、調査範囲内の藻場面積を算出できる。


